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2021 年度実施概要 

学校名 

北海道厚岸翔洋高等学校 

採択活動名 

地域の産業や環境特性を通して、海の仕事の魅力を知る 

 ～厚岸湾の魅力と可能性を知る～ 

実施単元 ※実施した単元の数に応じて記載してください 

単元名 学年 教科 

1.調査研究・商品開発 3 水産 

2.漁業実習 1、2、3 水産 

3.講話 2 水産 

取り組みの概要 

１ 目的 

 地域の環境特性を理解し、地域の課題解決に向けた探究的な学習を行うことで、情報を収集し、整理・

分析する能力を身に付けさせるとともに、身に付けた知識を活用し、他者と協働することにより具体的な

課題解決を図る姿勢及び能力を身に付けさせることをとおして、持続可能な地域社会の担い手を育成する

こと。 

２ 取り組み概要 

・小学生、中学生との地引網による生物及び環境調査実習 

 海洋資源科生産コース２年生 10 名（総合実習）が、令和３年７月 13 日厚岸町立真龍小学校３年生

35 名、10月 12 日厚岸町立厚岸中学校１年生 23名、10月 19 日厚岸町立厚岸小学校５年生 15 名と一緒

に厚岸町の干潟にて実施。本校生徒が地引網と採集生物について児童生徒に説明した。 

・カキ養殖実習 

海洋資源科生産コース２年生 10 名（総合実習）が、地域の地場産業の一つであるカキ養殖について、

かご替えや殻掃除など通年にかけて取り組んだ。 

・水産生物の調査及び海産物を活用した商品開発 

 海洋資源科３年生２４名（課題研究）が、班ごとに水産に関する調査研究や商品開発に取り組んだ。

未利用水産資源の活用を行った。 

・沿岸漁業実習 

 海洋資源科２年生 10名（総合実習）、３年生１６名（課題研究・総合実習）が、地域の中心的な漁法

である刺網やかご等の漁業実習を行った。 

・小・中・高クリーン大作戦 

 厚岸小学校、厚岸中学校、本校の児童生徒 275 名が 14 班に分かれて厚岸町内のゴミ拾いを行った。 

・出前授業 

 海洋資源科３学年３名（課題研究）が、12 月 22 日厚岸町立真龍中学校と厚岸中学校の全校生徒に対

し、課題研究で取り組んだ成果を発表した。 

・地元漁業者による実技指導 

 海洋資源科生産コース２学年 10名（総合実習）が、カキやアサリの養殖について地元の漁業者から

最新の技術を特別に教えていただいた。 
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活動中の写真 

 

     児童・生徒が力をあわせて網を引く 

 

高校生が児童に対して魚の説明 

 

          厚岸町立真龍中学校で発表 
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必修／選択

必修

＜実習＞

オリエンテーション

海洋実習

水産物の加工

水産・海洋生物の採集

海洋実習

体験乗船

74計 66 計

第８節　海洋関連産業 1039 定期考査 15

定期考査

第７節　水産物の加工 1028 第２節　水産業の歴史と現状 10

第６節　水産物の流通 ロープワークと編網 121

第１節　船と暮らし

7 第２章　水産業と海洋関連産業のあらまし 10

第５節　漁業・資源管理 水産・海洋生物の飼育 10126 定期考査 12

定期考査 調理実習の基礎

第４節　つくり育てる漁業 16115 12

第３節　とる漁業 水産物の加工

水産・海洋生物の飼育 1610

第１章　海のあらまし

4 ＜座学＞ 7

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 座学：授業中の態度を観察　　実技：実習中の態度

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 座学：定期考査や小テスト　　実技：実習授業の取組状況や制作物

思考・判断・表現 30 座学：定期考査や小テスト　　実技：実習授業の取組状況やレポート提出

指導上の留意点

・広く浅く水産科に関わる内容を扱い，水産科での学習の楽しさを伝えること

・教科書の内容に留まらず，最新の研究成果や時事問題を積極的に取り入れること

・座学と実習とを効果的に組み合わせて指導すること

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 「水産海洋基礎」文部科学省

1 4 140 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科 教科・科目 水産・水産海洋基礎 教科担任 阪本貴亮

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画

指　導　目　標

(1) 水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に

　　理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

(2) 水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる

　　者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体

　　的かつ協働的に取り組む態度を養う。
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

3 第８節　海洋関連産業

2 第７節　水産物の加工

定期考査

9 定期考査 体験乗船実習

7 第２章　水産業と海洋関連産業のあらまし

8 第２節　水産業の歴史と現状 海洋実習（水泳）

1 第６節　水産物の流通 ロープワークと編網

第１節　船と暮らし 海洋実習（操船）

水産・海洋生物の採集（磯採集）

6 定期考査 水産物の加工（あげかま） 12 第５節　漁業・資源管理 水産・海洋生物の飼育

定期考査 調理実習の基礎

5 海洋実習（漕艇） 11 第４節　つくり育てる漁業

第１章　海のあらまし オリエンテーション 第３節　とる漁業 水産物の加工（缶詰）

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 ＜座学＞ ＜実習＞ 10 水産・海洋生物の飼育

思考・判断・表現 30 座学：定期考査や小テスト　　実技：実習授業の取組状況やレポート提出

主体的に学習に取り組む態度 30 座学：授業中の態度を観察　　実技：実習中の態度

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

(1）水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについての基礎的・基本的な知識や技術が身についている。

(2）水産業や海洋関連産業に関わる者として水産業や海洋関連産業に関する課題を自ら発見し、前向きに解決方法を導き，その

　　過程を説明することができる。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら進んで学び、身に着けた知識や技術を地域の振興や社会貢献に活用

　　することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 座学：定期考査や小テスト　　実技：実習授業の取組状況や制作物

1 4 140 補助教材 なし

科　目　の　目　標

　水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業において必要となる基礎的な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付け

るようにする。

(2) 水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養

う。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科 教科・科目 水産・水産海洋基礎（座学・実習）

学年 単位 授業時数 使用教科書 「水産海洋基礎」全国高等学校水産教育研究会編・海文堂
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必修／選択

必修

計 35 計 0

9 体験乗船 15 3

8 2

7 1

水産・海洋生物の採集 3

6 水産物の加工 7 12

5 海洋実習 8 11

4 オリエンテーション 2 10

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 実習中の態度

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 実習授業の取組状況や制作物

思考・判断・表現 30 実習授業の取組状況やレポート提出

指導上の留意点

・安全には十分に留意する

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 「水産海洋基礎」文部科学省

1 1 35 補助教材 なし

学科・コース 普通科 教科・科目 水産・水産海洋基礎 教科担任 阪本貴亮

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画

指　導　目　標

　水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業

において必要となる基礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に理解するとと

　　もに、　関連する技術を身に付けるようにする。

(2) 水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者として合理

　　的かつ創造的に解決する力を養う。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体的かつ協働的

　　に取り組む態度を養う。
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

3

2

9 体験乗船実習

7 海洋実習（操船）

8

1

海洋実習（水泳）

水産・海洋生物の採集（磯採集）

6 水産物の加工（あげかま） 12

5 海洋実習（漕艇） 11

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 オリエンテーション 10

思考・判断・表現 30 実習授業の取組状況やレポート提出

主体的に学習に取り組む態度 30 実習中の態度

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

(1）水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについての基礎的・基本的な知識や技術が身についている。

(2）水産業や海洋関連産業に関わる者として水産業や海洋関連産業に関する課題を自ら発見し、前向きに解決方法を導き，その

　　過程を説明することができる。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら進んで学び、身に着けた知識や技術を地域の振興や社会貢献に活用

　　することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 実習授業の取組状況や制作物

1 1 35 補助教材 なし

科　目　の　目　標

　水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業において必要となる基

礎的な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 水産業や海洋関連産業の国民生活における社会的意義や役割などについて体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を

　　身に付けるようにする。

(2) 水産業や海洋関連産業全体を広い視野で捉え課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に解決す

　　る力を養う。

(3) 持続可能な水産業や海洋関連産業の構築を目指して自ら学び、地域の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学科・コース 普通科 教科・科目 水産・水産海洋基礎（実習）

学年 単位 授業時数 使用教科書 「水産海洋基礎」全国高等学校水産教育研究会編・海文堂
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必修／選択

必修

計 68 計 37

9 漁業乗船実習 26 3 漁業乗船実習 3

8 ダイビング実習 8 2 漁業乗船実習 6

7 海洋漁業実習・資源増殖実習 10 1 資源増殖実習 6

6 海洋漁業実習・資源増殖実習 10 12 資源増殖実習 6

5 海洋漁業実習・資源増殖実習 10 11 資源増殖実習 8

海洋漁業実習・資源増殖実習 84 海洋漁業実習・資源増殖実習 4 10

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

指　導　目　標

(1) 水産や海洋の各分野について総合的に捉え体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付け

るようにする。

(2) 水産や海洋の各分野に関する課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に

解決する力を養う。

(3) 水産や海洋の各分野に関する総合的な知識と技術の実務への活用を目指して自ら学び，水産業や海洋関連

産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

指導上の留意点

・実習時の安全には十分に留意する．

・チームティーチングを有効に利用する．

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 なし

2 3 105 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・総合実習 教科担任 山本健太郎

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

3 漁業乗船実習（準備）

2 漁業乗船実習（準備）

9 漁業乗船実習（短期乗船実習）

7 海洋漁業実習・資源増殖実習

8 ダイビング実習

1 資源増殖実習

6 海洋漁業実習・資源増殖実習 12 資源増殖実習

5 海洋漁業実習・資源増殖実習 11 資源増殖実習

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 海洋漁業実習・資源増殖実習 10 海洋漁業実習・資源増殖実習

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

(1) 水産や海洋の各分野について総合的な知識と理解を身に着けている。

(2) 水産や海洋の各分野に関する課題を自ら発見し、合理的かつ創造的に解決し、その過程を説明することができ

る。

(3) 水産や海洋の各分野に関する総合的な知識と技術の実務への活用を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の

振興や社会貢献のために主体的かつ協働的に活用することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

2 3 105 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、水産業や海洋関連産業において必要となる資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

(1) 水産や海洋の各分野について総合的に捉え体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

(2) 水産や海洋の各分野に関する課題を発見し、水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

(3) 水産や海洋の各分野に関する総合的な知識と技術の実務への活用を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的

かつ協働的に取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・総合実習

学年 単位 授業時数 使用教科書 なし
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必修／選択

必修

計 17 計 18

9 定期考査 2 3 2

8 2 2 定期考査 2

7 第2節　海洋環境と生物生産 4 1 第４節　海の環境保全 2

6 定期考査 4 12 3

5 3 11 定期考査 4

第３節　漁場と漁場調査 5

第１節　漁業の意義と沿革

4 第１章　漁業と水産生物 2 10

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 定期考査による．

思考・判断・表現 30 定期考査による．

指　導　目　標

（１）漁業について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする．

（２）漁業に関する課題を発見し，漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養

う．

（３）漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う．

指導上の留意点

・教科書の内容に留まらず，最新の研究成果や時事問題を積極的に取り入れる

・必要に応じ科目内実習を取り入れる

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省

1 1 35 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業 教科担任 鶴岡　理

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

定期考査

9 定期考査 3

8 2

6 定期考査 12

7 第2節　海洋環境と生物生産 1 第４節　海の環境保全

5 11 定期考査

第１節　漁業の意義と沿革

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 第１章　漁業と水産生物 10 第３節　漁場と漁場調査

思考・判断・表現 30 定期考査による．

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

①漁業について基礎的・基本的な技術を身に付けている。

②漁業に関する課題を自ら発見し，前向きに解決方法を導き、その過程を説明することができる。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，身に付けた知識や技術を水産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献のために活用することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 定期考査による．

1 1 35 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁業に必要な資質・能力を次

の通り育成することを目指す。

①漁業について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

②漁業に関する課題を発見し、漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業

学年 単位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省
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必修／選択

必修

計 35 計 35

9 定期考査 5 3 5

8 5 2 定期考査 3

7 第４節　海の環境保全 5 1 第2節　漁業管理 2

6 定期考査 10 12 5

5 5 11 定期考査 10

第２章　水産資源と漁業管理 10

第３節　漁場と漁場調査

4 第１章　漁業と水産生物 5 10

第１節　水産資源

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 定期考査による．

思考・判断・表現 30 定期考査による．

指　導　目　標

（１）漁業について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする．

（２）漁業に関する課題を発見し，漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養

う．

（３）漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う．

指導上の留意点

・教科書の内容に留まらず，最新の研究成果や時事問題を積極的に取り入れる

・必要に応じ科目内実習を取り入れる

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省

2 2 70 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業 教科担任 鶴岡　理

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

定期考査

9 定期考査 3

8 2

7 第４節　海の環境保全 1 第2節　漁業管理

6 定期考査 12

第３節　漁場と漁場調査 第１節　水産資源

5 11 定期考査

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 第１章　漁業と水産生物 10 第２章　水産資源と漁業管理

思考・判断・表現 30 定期考査による．

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

①漁業について基礎的・基本的な技術を身に付けている。

②漁業に関する課題を自ら発見し，前向きに解決方法を導き、その過程を説明することができる。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，身に付けた知識や技術を水産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献のために活用することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 定期考査による．

2 2 70 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁業に必要な資質・能力を次

の通り育成することを目指す。

①漁業について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

②漁業に関する課題を発見し、漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業

学年 単位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省
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必修／選択

必修

計 30 計 30

9 定期考査 10 3

8 5 2

7 定期考査 5 1 定期考査 5

第１節漁具と漁法

6 第3章漁業の技術　 10 12 5

定期考査

5 11 第２節主な漁業と資源増殖 10

104 10

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 定期考査による．

思考・判断・表現 30 定期考査による．

指　導　目　標

（１）漁業について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする．

（２）漁業に関する課題を発見し，漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養

う．

（３）漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に取り組む態度を養う．

指導上の留意点

・教科書の内容に留まらず，最新の研究成果や時事問題を積極的に取り入れる

・必要に応じ科目内実習を取り入れる

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省

3 2 60 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業 教科担任 鶴岡　理

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画



 

- 22 - 

 

 

必修／選択

必修

2021年度　シラバス

9 定期考査 3

7 定期考査 1 定期考査

8 2

6 第3章漁業の技術　第１節漁具と漁法 12

定期考査

5 11 第２節主な漁業と資源増殖

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 10

思考・判断・表現 30 定期考査による．

主体的に学習に取り組む態度 30 授業中の観察による．

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

①漁業について基礎的・基本的な技術を身に付けている。

②漁業に関する課題を自ら発見し，前向きに解決方法を導き、その過程を説明することができる。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び，身に付けた知識や技術を水産業や海洋関連産業の振興や社会貢

献のために活用することができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 定期考査による．

3 2 60 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、漁業に必要な資質・能力を次

の通り育成することを目指す。

①漁業について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

②漁業に関する課題を発見し、漁業生産に関わる者として合理的かつ創造的に解決する力を養う。

③漁業における生産性の向上を目指して自ら学び、水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・漁業

学年 単位 授業時数 使用教科書 「漁業」文部科学省
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必修／選択

必修

計 55 計 5

9 調査，研究，実験，作品制作 15 3

8 調査，研究，実験，作品制作 10 2

7 調査，研究，実験，作品制作 15 1

テーマ決定

6 オリエンテーション，斑決め 15 12

5 11

発表会 54 10

配当 実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

指　導　目　標

（1）水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付

けるようにする。

（2）水産や海洋に関する課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な

根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協

働的に取り組む態度を養う。

指導上の留意点

・安全には十分に留意する．

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 なし

3 2 70 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・課題研究 教科担任 籾山智哉

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

9 調査，研究，実験，作品制作 3

8 調査，研究，実験，作品制作 2

7 調査，研究，実験，作品制作 1

テーマ決定

6 オリエンテーション，斑決め 12

5 11

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 10 発表会

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

（1）水産や海洋の各分野について相互に関連付けられた基礎的・基本的な知識と技術を身に付けている。

（2）水産や海洋に関する課題を自ら発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な根

拠に基づいて創造的に解決することができる。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組むことができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

3 2 70 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けるようにする。

（2）水産や海洋に関する課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な根拠に基づいて創造的に解決す

る力を養う。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・生産 教科・科目 水産・課題研究（ＳＰ）

学年 単位 授業時数 使用教科書 なし
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必修／選択

必修

計 55 計 15

9 調査，研究，実験，作品制作 10 3

8 調査，研究，実験，作品制作 10 2

7 調査，研究，実験，作品制作 10 1

6 調査，研究，実験，作品制作 10 12

5 調査，研究，実験，作品制作 10 11

発表会 15

テーマ決定

4 オリエンテーション，斑決め 5 10

実施
予　定 実　施 予　定 実　施

月
授　業　内　容

配当 実施 月
授　業　内　容

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

指　導　計　画

前　　期 後　　期

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

指　導　目　標

（1）水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付

けるようにする。

（2）水産や海洋に関する課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な

根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協

働的に取り組む態度を養う。

指導上の留意点

・安全には十分に留意する．

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

学　年 単　位 授業時数 使用教科書 なし

3 2 70 補助教材 なし

学科・コース 海洋資源科・調理 教科・科目 水産・課題研究 教科担任 鶴岡　理

2021 年 度 年 間 学 習 指 導 計 画
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必修／選択

必修

2021年度　シラバス

9 調査，研究，実験，作品制作 3

8 調査，研究，実験，作品制作 2

7 調査，研究，実験，作品制作 1

6 調査，研究，実験，作品制作 12

テーマ決定

5 調査，研究，実験，作品制作 11

学　習　内　容

月 前　　期 月 後　　期

4 オリエンテーション，斑決め 10 発表会

思考・判断・表現 30 実習ノートおよび授業の観察による

主体的に学習に取り組む態度 30 授業の観察による

標　準　的　な

到　達　レ　ベ　ル

（1）水産や海洋の各分野について相互に関連付けられた基礎的・基本的な知識と技術を身に付けている。

（2）水産や海洋に関する課題を自ら発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な根

拠に基づいて創造的に解決することができる。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組むことができる。

評　価　の　観　点

評　価　の　割　合（％） 評　価　の　方　法

知識・技能 40 実習ノートおよび授業の観察による

3 2 70 補助教材 なし

科　目　の　目　標

水産の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（1）水産や海洋の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，相互に関連付けられた技術を身に付けるよ

うにする。

（2）水産や海洋に関する課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として解決策を探究し，科学的な根拠に

基づいて創造的に解決する力を養う。

（3）課題を解決する力の向上を目指して自ら学び，水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に

取り組む態度を養う。

学科・コース 海洋資源科・調理 教科・科目 水産・課題研究

学年 単位 授業時数 使用教科書 なし
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コア ①防災 ②健康安全 ③キャリア

月 日 曜日 時数 内容 内容 内容 内容

12 月 2 オリエンテーション 事前指導【疑問の整理】

13 火 4 防災センター見学

20 火 1 事後指導【新たな疑問】

27 火 1 労基法を読んでみる

11 火 1 事前指導【危険予知トレーニング】

12 水 1 交通安全教室

18 火 1 事後指導【外部に発信するには】

19 水 1 進路オリエンテーション

25 火 1 リーディングスキルテスト（RST）

8 火 1 防災文章化①

15 火 1 防災文章化②＋避難訓練に向けて

中旬 2 春季避難訓練

22 火 1 事後指導【自他の命を守るため】

29 火 1 接続詞①

7 火 1 接続詞②

8 木 2 企業実習報告会

9 金 1 レディネステスト

27 火 1 コミュニケーション・夏課題

8 24 火 1 キャリア

16 木 1 防災レポート①

21 火 1 防災レポート②

28 火 1 防災レポート③

？ 1 秋季避難訓練

21 木 2 進路相談会

26 火 1 求人票に載っていること①

2 火 1 求人票に載っていること②

9 火 1 事前指導【不適切投稿とコミュニケーション】

10 水 1 ネットトラブル防止・防犯教室

24 水 1 求人票の比較①

30 火 1 求人票の比較②

7 火 1 求人票の比較③

14 火 1 求人票比較の発表（グループ）

21 火 1 求人票比較の発表（クラス）

18 火 1 6社求人比較発表資料作り①

25 火 1 6社求人比較発表資料作り②

1 火 1 6社求人比較発表資料作り③

8 火 1 各クラスで発表

7 月 1 職業講話

15 火 1 学年で発表

23 火 1 ２年生に向けて

5

令和3年度　「総合的な探究の時間」年間計画【1年】
学年 １年

探究課題

4

1

2

3

6

7

9

10

11

12
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コア キャリア 進路ガイダンス 防災

月 日 曜日 時数 内容 内容 内容 内容

15 木 1 オリエンテーション【振り返りと見通し】

22 木 1 自分を見つめ直す【長所と短所】

6 木 1 身上書作成①

11 火 1 身上書作成②

13 木 1 身上書作成③

27 木 1 リーディングスキルテスト（ＲＳＴ）

7 火 1 本校の進路指導と進路実現に向けて

中旬 2 春季避難訓練

15 火 1 企業への電話連絡①

17 木 1 企業への電話連絡②

23 火 1 企業実習事前指導

23 水 6 企業実習1日目

24 木 6 企業実習2日目

25 金 6 企業実習3日目

28 月 1 礼状作成①

29 火 1 礼状作成②

30 水 2 発表資料作成①②

1 木 2 発表資料作成③④

2 金 2 発表資料作成⑤⑥

8 木 2 企業実習報告会

14 水 1 様々な職業・働くことの意義

21 木 2 進路相談会

？ 1 秋季避難訓練

28 木 1 事前指導

2 火 6 ディズニーアカデミー

8 月 1 報告資料作成①

9 火 1 報告資料作成②

10 水 1 報告資料作成③

11 木 2 報告資料作成④⑤

15 水 1 進路適性検査

16 木 1 冬休みに向けて【振り返りと自己ＰＲ】

21 木 1 自己ＰＲを深める

28 木 1 自己ＰＲを交流する

2 7 月 2 小論文・作文指導

18 木 1 3年生に向けて

22 火 2 面接指導

4

令和3年度　「総合的な探究の時間」年間計画【2年】

学年 ２年

探究課題

1

3

5

6

7

10

11

12
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北海道厚岸翔洋高等学校１年生 科目「水産海洋基礎」学習指導（案） 

 

1. 単元名  「基礎実習 水産・海洋生物の採集」（１４時間） 

2. 単元のねらい（目標） 

身近な海や内水面での磯採集、釣り、各種網による生物採集を通して、地域や時期による特徴的

な水産・海洋生物の生物相や生態に興味をもたせるよう指導するとともに、とる漁業に関する基礎

的な知識を深め、資源管理に対する意識を高めること。 

3. 評価規準 

観 

点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

評
価
規
準 

①様々な生物採集の方

法を理解することがで

きる。 

②水産生物の生息場所

を理解することができ

る。 

③地元の水産生物の特

徴を理解することがで

きる。 

①実習内容を理解し、効

率的に作業することがで

きる。 

②安全を意識して作業す

ることができる。 

①仲間と協力して作業する

ことができる。 

②漁業におけるルールを意

識して行動することができ

る。 

 

4. 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動  

・児童生徒の反応 

知 思 態 ※指導上の留意点 

 

磯採集 

（３時間） 

○干潟における採集 

・磯採集の手順を理解し、準備

ができているか？ 

・底質を知り、底生生物を採集

できているか？ 

・採集生物の輸送方法を理解し

ているか？ 

① 

② 

① ② ※事前に潮汐や天候

を調べて実施日を決

定 

※長靴等の準備につ

いて事前指導 

釣りによる 

採集 

（2時間） 

○釣りによる生物採取 

・釣り道具を適切に扱い、釣り

糸の結び方などを理解している

か？ 

・ルールや周囲を確認し、安全

な釣りができているか？ 

① 

② 

① 

② 

② ※事前に潮汐や天候

を調べて実施日を決

定 

※必要な道具の確認

と餌の準備 

網による採

集 

（３時間） 

○網による生物採集 

・網漁具の特徴について理解し

ているか？ 

・仲間と協力して作業している

か？ 

・とる漁業と漁業権との関係を

意識しているか？ 

② 

③ 

① 

② 

① 

② 

 

※事前に潮汐や天候

を調べて実施日を決

定 

※特別採捕の申請 

※使用する漁具の状

態を確認 
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採集物の調

査・保存 

（６時間） 

○採集物の分類 

・体形で分類し、食性との関係

について考察できているか？ 

○採集物の測定 

・魚類や魚介類などの各部名称

を知り、正しく測定することが

できるか？ 

○魚類の解剖 

・魚類の解剖の方法を理解し、

胃の内容物から食性などの情報

を得ることができるか？ 

○採集物の保存 

・魚類や軟体動物、海藻などの

保存方法を理解しているか？ 

○顕微鏡による観察 

・正しい操作手順で観察を行

い、記録しているか？ 

③  ① ※採集した時にでき

る限り分類 

 

※ノギスなどの使用

方法について指導 

 

※解剖道具の使用方

法について指導 

 

※用途に応じて様々

な保存方法があるこ

とを指導 

※使用する顕微鏡の

状態を確認 

 

5. 本時の目標 

厚岸町の身近な水産生物を自ら採集し、観察しよう。 

「地曳網、磯採集（コドラート採集）」（２時間） 

 

6. 評価規準 

・実習の手順を理解し、観察やノートに記録できる。（知①） 

・実習の手順を実行し、適切な方法で取り組んでいる。（知②） 

・地曳網を行うにあたり仲間と協力して作業ができる。（知③） 

・効率よく作業を進めるため、自分で考え、判断して行動できる。（思①） 

・安全を意識して行動することができる。（思②） 

・実習前に着実な準備を行い、先を見通した行動ができる。（態①） 

・観察結果のまとめや後片付けなど自ら進んで行動することができる。（態②） 

 

7. 本時の展開 

配時 ○学習活動 

・児童生徒の反応 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

実習準備、移動 

２０分 

○実習内容の説明 

ワークシートの配布 

○長靴を持って移動 

○バス乗車、移動 

※休み時間のうちに着替

え、生徒作業準備室へ移動 

☆特別採捕の申請 

※機材をトラックに積む 

磯採集 

地曳網 

６５分 

現地到着（真龍岸壁横） 

・長靴への履き替え 

○地曳網 

・漁法について理解しているか 

・網を曳く速度は適切か 

※安全上の注意 

※全体を６班に分けて 

前半は 

１～３班：底生生物採取 

４～６班：地曳網 



 

- 31 - 

 

・網にはどのような生物が入っ

ているか 

○分類した上で漁獲数を記録、

写真撮影 

・生存しているものは海に帰す 

◯底生生物の採集 

・方形枠を置き、その範囲を全

て掘り返して出てきた生物を全

て採取 

○分類した上で生物数を記録、

写真撮影 

・道具を適切に使用できている

か？ 

・効率的かつ協力的に作業して

いるか？ 

後半は 

１～３班：地曳網 

４～６班：底生生物採取 

 

 

 

 

※班ごとに底質や汀線から

の距離など、異なる環境で

調査させる 

 

片付け 

移動 

振り返り 

２５分 

○撤収作業 

・機材をトラックに積む 

○移動 

○機材の片付け 

○実習のまとめ 

・他の班とデータ共有 

・実習内容と感想をワークシー

トにまとめる 

・次回の課題について 

 

※できる限り現地で泥を落

とす 

※水槽に溜めた水で機材を

洗う 

 

※まとめの時間を確保 

8. 他教科との関連 

 ○水産科「漁業」「海洋生物」など 
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北海道厚岸翔洋高等学校_2 年生_科目「総合実習」学習指導（案） 

 

1. 単元名  「海洋漁業実習（地曳き網）」（１８時間） 

2. 単元のねらい（目標） 

水産や海洋の各分野について総合的に捉え体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を

身に付ける。また、課題を発見し，水産業や海洋関連産業に関わる者として合理的かつ創造的に解

決する力や、産業振興および社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

3. 評価規準 

観

点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

①地曳き網の構造を理

解している。 

②前浜の環境について

理解している。 

③漁獲物について理解

している。 

①地曳き網を仕掛ける

ことができる。 

②漁獲物の説明ができ

る。 

①漁労作業を協力して取り組

むことができる。 

②安全に十分注意して、実習

に取り組んでいる。 

③積極的に小中学生との交流

に参加している。 

 

4. 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動  

・児童生徒の反応 

知 思 態 ※指導上の留意点  

☆外部連携 

オリエンテ

ーション

（３時間） 

○「総合実習」における活動の注

意事項・留意事項を理解する。 

○地曳き網の構造を理解する。 

・「総合実習」ではどのような実

習を行うのか？ 

・地曳き網とはどのような漁具な

のか？ 

①  ② ※3 時間連続で実施す

る。 

漁労実習

（12時間） 

○地曳き網を用いて、漁労実習を

行う。 

○漁獲物を記録する。 

・地曳き網はどのように仕掛ける

のか？ 

・どのような生物が漁獲されるの

か？ 

② 

③ 

① 

② 

① 

② 

※3時間連続で実施す

る。 

※安全の確保（漁労場所

の選定、天候や潮汐の確

認、船舶の保守点検等） 

☆特別採捕許可申請 

 

小学生との

交流 

（６時間） 

○小学生に地曳き網を安全に体験

させる。 

○漁獲物を通して、前浜の環境を

小学生に解説する。 

・安全に地曳き網を体験させるに

はどうしたら良いか？ 

・漁獲物をわかりやすく解説する

にはどうしたら良いか？ 

 ② ① 

② 

③ 

※3 時間連続で実施す

る。 

※安全の確保（漁労場所

の選定、天候や潮汐の確

認、船舶の保守点検等） 

☆交流校との打ち合わせ 
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5. 本時の目標 

小学生との交流で、地曳き網漁を安全に体験してもらい、その上で適切に漁労を行う中で、課題を

発見し、工夫・協同しながら解決する。（16-18、19-21 時間/21 時間） 

 

6. 評価規準 

漁獲物の説明ができる。（思②） 

漁労作業を協力して取り組むことができる。（態①） 

安全に十分注意して、実習に取り組んでいる。（態②） 

積極的に小中学生との交流に参加している。（態③） 

 

7. 本時の展開 

配時 ○学習活動 

・児童生徒の反応 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

準備 

３０分 

漁労作業に向けた適切な準備をし

よう。 

○準備（漁労計画の説明、装備や

器材の準備、船舶の準備等） 

・前時までで学習した漁労作業を

予期した動きができているか？ 

・効果的な器材の準備・積み込み

ができているか？ 

※3時間連続で実施する。 

※安全の確保（漁労場所

の選定、天候や潮汐の確

認、船舶の保守点検等） 

☆特別採捕許可申請 

地曳網体験 

９０分 

安全に効果的な漁労作業を行い、

小学生に地曳き網を体験してもら

おう。 

○漁労作業（地曳き網） 

○漁獲物を記録する 

○小学生との交流 

・前時までで学習した漁労作業を

予期した動きができているか？ 

・小学生に分かりやすく、安全に

体験させることができているか？ 

・どんな生物が漁獲されている

か？ 

※小学生との交流の中

で、新たな危険が生じな

いように留意する。 

☆交流校との打ち合わせ 

まとめ 

片付け 

３０分 

適切な器材の保守・整備を行お

う。 

○片付け（装備や器材の洗浄、船

舶の洗浄等） 

○本時の漁労活動の反省 

・次回以降の実習を念頭に、適切

に片付けを行えているか？ 

・本時の活動は効果的に行えた

か？ 

・次回以降の課題はあるか？ 

※安全の確認（船舶の片

付け等で危険が生じない

か） 
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8. 他教科との関連 

 ○水産科「漁業」「海洋生物」など 

 ○理科「生物」「生物基礎」 
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北海道厚岸翔洋高等学校_３年生_科目「課題研究」学習指導（案） 

 

1. 単元名 

  「調査、研究、実験・作品制作（水産クラブ研究発表大会への取組）」（５５時間） 

2. 単元のねらい（目標） 

水産や海洋の各分野について総合的に捉え体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を

身に付ける。また、課題を発見し，解決する能力の向上を目指して自ら学び、科学的な根拠に基づ

いた創造的な取組を通して、水産業や海洋関連事業に係わる産業振興および社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

3. 評価規準 

観

点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

評
価
規
準 

①水産分野における諸

問題について理解して

いる。 

②研究テーマを自ら設

定できる。 

③適切な研究計画を立

てることができる。 

①実学的な意義を説明で

きる。 

②研究を通して得られた

結果に対して適切な判断

ができる。 

③研究結果を説明でき

る。 

①研究活動を班員と協同

して行える。 

②研究テーマの設定に対

して積極的に関わること

ができる。 

4. 指導と評価の計画 

小単元名 

（時数） 

○学習活動  

・児童生徒の反応 

知 思 態 ※指導上の留意点  

☆外部連携 

オリエンテ

ーション

（２時間） 

○「課題研究」における活動

の注意事項・留意事項を理解

する。 

○研究テーマを設定する。 

○研究の見通しを立てる。 

・「課題研究」ではどのような

活動を行うのか？ 

・どんな研究活動がしたい

か？ 

・水産分野における問題はど

のようなものがあるのか？ 

① 

② 

③ 

① ① 

② 

※2時間連続で実施す

る。 

※生徒の思考を阻害し

ないような適切な情報

提供を行う。 

※班活動が協働的に行

えるように適切に助言

を行う。 

研究活動・

研究発表会

準備（48時

間） 

○設定した研究テーマに沿っ

た活動を行う。 

○研究発表会に向けた準備

（PowerPoint 資料の作成や発

表練習等） 

・どのような計画で研究を進

めるべきだろうか？ 

・得られた結果は何を示して

いるのだろうか？ 

・研究の要点や意図を適切に

③ ① 

② 

③ 

① ※2時間連続で実施す

る。 

※生徒の思考を大切に

して、適切な情報提供

を行う。 

※班活動が協働的に行

えるように適切に助言

を行う。 

☆必要に応じて外部と

の連携を行う。（研究成
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伝えるにはどのような準備が

必要だろうか？ 

果に対する意見を依頼

する・協同研究を行

う・研究フィールドの

利用許可等） 

研究発表会

（5時間） 

○発表会準備やリハーサルを

行う。 

○他班の研究発表を聴く。 

○自班や他班の研究成果を比

較・分析する。 

・研究の要点や意図を適切に

伝えるにはどのような準備が

必要だろうか？ 

・他班はどのような研究活動

を行っていたのだろうか？ 

・自班や他班の研究成果はど

のような意義があるだろう

か？ 

① ① 

③ 

① ※5時間連続で実施す

る。 

 

 

5. 本時の目標 

研究発表会を通して、これまでの研究活動の成果をまとめ、他者との情報共有を行うことで、水産

分野への理解を更に深めると共に、課題解決の力を養う。 

（51-55 時間/55 時間） 

6. 評価規準 

水産分野における諸問題について理解している。（知①） 

実学的な意義を説明できる。（思①） 

研究結果を説明できる。（思③） 

研究活動を班員と協同して行える。（態①） 

7. 本時の展開 

配時 ○学習活動 

・児童生徒の反応 

※指導上の留意点 

☆外部連携 

準備 

リハーサル 

１５０分 

発表会の準備・リハーサルを

行おう。 

○発表会準備（発表の調整や

会場設営） 

○リハーサル 

・準備は万全かどうか？ 

・他者にとって、分かりやす

い発表はできるだろうか？ 

※5時間連続で実施する。 

※適切に助言を行い、生

徒自らが作り上げた達成

感を得られるように誘導

する。 

研究発表 

１００分 

研究成果の共有を図ろう。○

研究成果の発表 

○他班の研究成果を聴く 

・自班および他班の研究成果

にどのような意義を見いだせ

※それぞれの班の研究成

果を比較・分析し、生徒

に状況提供を行い、まと

めの一助とする。 

☆他学年の生徒も聴講さ
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るか？ 

・活動を通して、水産分野に

対する問題意識は変化しただ

ろうか？ 

せ、いずれ自分たちが行

う研究活動に対する問題

意識を養わせる。 

8. 他教科との関連 

 ○水産科「総合実習」など 

 ○家庭科「調理実習」など 
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学
校

名
評

価
実

施
日

活
動

名
2
0
2
1
年
度
　
　
「

」

評
価

者

【
効

率
性

】

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

今
ま

で
の

経
験

を
活

か
し

、
本

年
も

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
を

踏
ま

え
た

活
動

を
計

画
・
展

開
し

、
児

童
生

徒
の

実
態

に
合

わ
せ

た
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

連
携

す
る

児
童

・
生

徒
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

取
組

を
、

本
校

生
徒

自
ら

が
考

え
、

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
　

学
習

内
容

や
成

果
物

が
適

切
に

活
用

さ
れ

る
（
見

込
み

）
が

あ
り

ま
す

か
？

　
　

学
習

し
た

内
容

を
継

続
･応

用
す

る
仕

組
み

は
考

慮
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

水
産

や
海

洋
の

各
分

野
を

総
合

的
に

捉
え

、
児

童
・
生

徒
と

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
で

、
主

体
的

か
つ

協
働

的
に

取
り

組
む

態
度

を
養

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

こ
の

活
動

に
参

加
し

た
児

童
・
生

徒
の

感
想

か
ら

、
海

の
自

然
へ

の
関

心
を

高
め

る
契

機
と

な
っ

た
こ

と
を

伺
え

る
。

　
　

内
容

は
対

象
児

童
・
生

徒
の

レ
ベ

ル
に

適
切

で
し

た
か

？

　
　

内
容

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

ま
し

た
か

？

　
　

協
力

要
請

し
た

外
部

機
関

と
の

連
絡

体
制

や
指

導
内

容
は

良
好

/
適

切
で

し
た

か
？

　
　

活
動

は
児

童
・
生

徒
の

海
洋

へ
の

関
心

を
高

め
る

契
機

と
な

り
ま

し
た

か
？

【
持

続
性

】

　
　

学
習

活
動

の
実

施
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

デ
ジ

タ
ル

機
器

を
活

用
し

、
取

組
の

成
果

に
つ

い
て

、
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

複
数

の
教

員
が

相
互

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
、

本
事

業
の

安
全

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

指
導

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
が

整
え

ら
れ

て
い

た
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

が
予

想
で

き
な

い
た

め
、

計
画

の
変

更
を

余
儀

な
く
さ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
た

が
、

設
定

期
間

内
に

全
て

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
活

動
の

様
子

を
掲

載
す

る
と

と
も

に
、

新
聞

な
ど

の
取

材
を

受
け

、
取

組
内

容
に

つ
い

て
広

く
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
　

実
施

期
間

の
設

定
は

適
切

で
し

た
か

？
（
計

画
内

容
を

設
定

期
間

内
に

終
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
か

？
）

　
　

実
施

内
容

に
つ

い
て

外
部

公
表

・
発

信
・
共

有
し

て
い

ま
す

か
？

　
　

今
回

の
テ

ー
マ

と
目

標
の

設
定

は
有

効
で

し
た

か
？

【
妥

当
性

】
【
成

果
】

【
有

効
性

】

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
た

め
、

計
画

の
変

更
を

余
儀

な
く
さ

れ
る

こ
と

が
あ

っ
た

が
、

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

回
数

を
重

ね
る

た
び

に
、

教
員

間
で

ノ
ウ

ハ
ウ

や
技

術
の

共
有

が
み

ら
れ

、
連

携
が

強
化

さ
れ

た
。

　
　

学
習

内
容

の
分

量
は

適
切

で
し

た
か

？
（
無

理
の

な
い

目
標

･計
画

で
し

た
か

？
）

　
　

学
習

目
標

と
本

活
動

と
の

関
連

性
は

明
確

で
し

た
か

？

　
　

期
待

し
た

成
果

は
得

ら
れ

ま
し

た
か

？

海
洋

教
育

パ
イ

オ
ニ

ア
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
完

了
時

自
己

評
価

書

評
価

視
点

毎
の

評
価

（
当
て
は
ま
る
項
目
の
B
O
X
に
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
、
必
要
に
応
じ
て
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
）

達
成

度

北
海
道
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校

地
域
の
産
業
や
環
境
特
性
と
通
し
て
、
海
の
仕
事
の
魅
力
を
知
る

2
0
2
2
年
2
月
7
日

柴
　
田
　
耕
一
郎

そ
の

他
コ

メ
ン

ト
・
感

想
　

　
活

動
に

必
要

な
ﾉｳ

ﾊ
ｳ
･知

見
･技

術
等

が
教

員
間

で
共

有
さ

れ
て

い
ま

す
か

？

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

３
年

間
を

通
し

て
、

厚
岸

町
の

児
童

生
徒

と
と

も
に

海
に

親
し

む
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

地
域

の
産

業
を

踏
ま

え
て

海
の

仕
事

の
魅

力
を

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

高
校

生
が

普
段

の
授

業
や

実
習

で
学

ん
だ

知
識

を
地

元
の

児
童

・
生

徒
に

説
明

し
、

地
元

の
水

産
の

魅
力

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

一
緒

に
活

動
し

た
地

元
の

小
・
中

学
校

の
反

応
は

良
好

で
、

協
力

要
請

し
た

外
部

機
関

と
の

連
絡

体
制

や
指

導
内

容
は

適
切

で
あ

っ
た

。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

海
洋

教
育

を
取

り
組

む
学

校
の

参
考

と
な

る
よ

う
、

研
究

成
果

を
ま

と
め

た
冊

子
を

発
行

し
、

活
用

し
て

も
ら

う
予

定
で

あ
る

。

　
　

助
成

事
業

に
対

す
る

地
域

や
保

護
者

か
ら

の
理

解
は

得
ら

れ
ま

し
た

か
？

 実
施

後
に

家
庭

や
地

域
へ

の

知
識

や
情

報
の

広
が

り
が

見
ら

れ
ま

す
か

？

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

本
事

業
の

取
組

が
新

聞
や

町
の

広
報

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
に

取
り

上
げ

ら
れ

、
地

域
や

保
護

者
か

ら
の

理
解

が
得

ら
れ

た
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

今
回

の
取

組
を

継
続

し
て

、
地

元
の

小
・
中

学
校

と
連

携
し

た
取

組
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

潮
汐

や
天

候
の

影
響

で
、

実
施

で
き

る
期

間
は

限
ら

れ
て

い
る

が
、

小
・
中

学
校

と
調

整
を

図
り

適
切

な
時

期
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

【
コ

メ
ン

ト
欄

】
　

本
事

業
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

、
事

前
打

ち
合

わ
せ

を
密

に
行

い
、

安
全

か
つ

適
切

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

　
　

物
資

･資
金

・
派

遣
講

師
（
人

員
）
の

規
模

や
質

は
適

切
で

し
た

か
？

【
信

頼
性

】

　
　

担
当

教
員

は
学

習
内

容
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

･技
術

を
有

し
て

い
ま

し
た

か
？

　
　

実
施

に
当

た
り

、
十

分
な

体
制

が
整

え
ら

れ
ま

し
た

か
？

　
（
教

員
間

連
携

、
安

全
対

策
、

チ
ェ

ッ
ク

体
制

）

0123妥
当

性

有
効

性

効
率

性

成
果

持
続

性

信
頼

性


